
 

 

 

１． 事業の目的（趣旨・ねらい） 

全国体験活動指導者認定委員会が制定した「自然体験活動指導者養成カリキュラム」

に則り、自然体験指導者（NEAL）リーダーを養成することにより、青少年向け自然体験

活動プログラムにおいて、子供の発達段階に応じて適切かつ安全に指導ができる自然体

験活動指導者を育成する。 

 

２．事業の概要 

（１）期日  

平成２７年１１月２１日（土）～１１月２３日（月）（祝日）２泊３日 

（２）参加者  

  ① 募集対象・人数 

自然体験活動の指導者になりたい、あるいは興味・関心のある方（１８歳以上）

３０人 

   ② 参加人数 

１８人 

（３）講師等 

① 青少年教育における体験活動： 

大本 晋也 氏（国立淡路青少年交流の家 所長） 

② 自然体験活動の特質： 

石川 順雄 氏（広島県立福山少年自然の家 所長） 

③ 対象者理解： 

内藤 みゆき氏（ミユキ・アカデミー代表 認定コーチ） 

④ 自然体験活動の指導： 

今井 正裕 氏（（財）大阪府青少年活動財団育成事業部長） 

⑤ 自然体験活動の技術： 

宇江 賢 氏（国立吉備青少年自然の家主任企画指導専門職） 

⑥ 自然体験活動の安全管理：井上 桂 氏（深坂自然の森 森の家 所長） 

（４）企画・運営のポイント 

   ① 資格取得後より実践的に使うことのできるスキルを提供できるよう、内容を吟

味した。 

② 学習しやすい空間を作るために、長めにガイダンスの時間をとり、参加者自身

がお互いのことを知る時間を多めに確保した。 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

自然体験活動指導者（NEAL リーダー）養成事業 



３．活動の内容等 

（１）日程 

 

（２）活動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

   

【アイスブレイク】                       【アイスブレイク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【講義①】                            【講義①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義・演習②】                        【講義・演習④】 
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【講義・演習⑤】                        【講義・演習⑤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              【講義・演習⑤】                       【講義・実技⑥】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義・演習⑥】                     【ガイダンス・修了試験】   

 

４．成果・課題 

 （１）満足度 

   満足：１００％  

 （２）参加者の声 

   ① 自然体験について、ほとんど無知の状態で来たので、学ぶことが多くありまし 

た。また、目標にしていたコミュニケーションについても学べました。    

② リーダー資格は大学生向きの内容だと思ったが、基礎をあらためて勉強できて 

今後も生かしたいと思いました。良い勉強になりました。 

   ③ どの講師の方もとてもレベルが高く、すぐに活用できる内容ばかりでした。 

   ④ 「勉強が足りない」ということを改めて気づかされました。実践につなげられ 

るよう、勉強を続けていこうと思います。 



   ⑤ 自然体験活動の意義、その他について深く考えることができました。新たな出 

会いがたくさんあったことも参加してとても良かったです。 

 （３）成果 

① 参加者全員が NEAL リーダーの資格を取得することができた。    

② 自然体験活動指導者をすでに実践されている参加者にも改めて勉強できたとい 

ってもらえるような講義内容を提供することができた。 

   ③ NEALリーダーを取得した参加者が３月１２日～１３日に演習Ⅰおよび演習Ⅱを 

取得する場を提案することができ、ステップアップに向けて意欲的に取り組んで 

いただけた。 

 （４）課題 

   ① 参加者数が定員に届かなかったことから、来年度は早めに幅広く広報を行い、 

より多くの人に知ってもらう機会を作る必要がある。 

   ② 施設ボランティアのメンバーや青少年教育施設職員が資格を取得したが、イン 

ストラクターへのステップアップのための演習Ⅰおよび演習Ⅱの単位を取得する 

機会が３月１２日～１３日の１回のみとなった。来年度に向け、吉備で演習Ⅰお 

よび演習Ⅱを複数回提供できるようにシステム化していきたい。 

   ③ リーダーの有資格者が自然体験活動を実践できる場が少ないので、身に付けた 

知識・技能を定着させるためにも、実践できる場を提供する方法を考えていきた 

い。 

 

                     担当：企画指導専門職付 黒田 雅秀 


